
令和４年度 学力向上を図るための全体計画      東村山市立野火止小学校 
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本校の授業改善に向けた視点 

教育課程編成上の 

工夫 

ＩＣＴを活用した 

指導方法の工夫 
評価の工夫 

校内における 

研究や研修の工夫 

保護者や地域との 

連携の工夫 
・会議を精選し、一人 

一人にきめ細かく対 

応する場と時間を確 

保する。 

・年間指導計画に沿っ 

た意図的・計画的な 

指導を充実させる。 

 

・児童の意欲を高めら

れるようにＩＣＴ

機器を活用する。 

・タブレットドリル等

を活用し、基礎基本

の定着を図る。 

・様々な資料を活用

し、探究的な活動を

充実させる。 

・年間指導計画に沿

った指導と評価の

一体化を図る。 

・一人一人を継続的  

 に見取ることがで

きる評価の工夫を

する。 

・授業における見通

しと振り返りを充

実させる。 

・「書くこと」の授業
を充実させる。（野
火止スタンダード） 

・「書くこと」を通し
て考える授業を充
実させる。 

・研究主題を設定し、
「書くこと」を中心
に自分の思いや考
えを豊かに表現で
きる力を育成して
いく。 

・家庭や地域とともに 

子供を育てることを 

意識して取り組む。 

・発達段階を考慮した 

学習習慣の確立と家 

庭への協力の呼びか 

ける。 

・規則正しい基本的 

生活習慣への協力

をお願いする。 

関係法規等 

○関係法規 

○学習指導要領 

○都・市教育目標 

等 

期待される児童像 

書きながら考え、伝えては

考える、自分の考えを表現

することを楽しめる子 

学校教育目標 

◎ 考える子 

〇 思いやりのある子 

○ がんばる子 

○ 明るい子 

道徳教育の 

指導の重点 
各教科の指導の重点 

特別活動の 

指導の重点 

総合的な学習の 

時間の指導の重点 

キャリア教育の指導の重点 

○学校での学習と社会とを関連づけた活動 

（自然体験、社会体験等） 

○生涯にわたって学び続ける態度の育成 

○家庭、地域と連携した教育活動 

生活指導の重点 

○不登校、いじめの解消 

○通学路上の事件事故の未然防止 

○組織的な生活指導 

〇素直な心で受け止める感性の錬磨 

国語：読む・話す・聞く

の基本を意図的、継続的

に指導。・書くことの重

視。 

算数：問題解決的な学習

活動を通しての思考力の

育成。 

社会・理科・（生活）：身

近な問題を取り上げ、資

料提示の工夫。問題解決

型の学習。 

実験、観察を通しての思

考力の育成。興味関心の

もてる教材研究。 

○人・自然・モノとの豊 

かな関わり 

○主体的な生き方や学び 

方を身に付ける 

○地域との協働 

〇集団の一員としての 

自覚 

〇自主的、実践的な 

態度の育成 

〇心身の調和の取れた 

 成長 

〇異学年交流 

○人権尊重の意識の確立 

○規範意識の醸成 

○言語環境の整備 

○温かい心と思いやりの 

 心 

本校における具体的な学力向上への取組 
○誰にでも分かる授業づくり 

〇基礎的・基本的な知識・技能の定着 

〇思考力・判断力・表現力の育成 

〇算数習熟度別指導の充実 

〇外国語活動・外国（英語）の充実 

〇プログラミング教育、ICT 教育の充実 

〇日常的な言語活動、読書活動の充実 

〇教員の「書くこと」指導力の向上（校内研究） 

学校経営方針（学力向上にかかわる要点） 

○東村山スマートスクール構想の理念を踏まえた、「個別最

適な学び」「協働的な学び」を推進する。 

○SDGs （持続可能な開発目標 に沿った各教科・領域での授

業づくりを実現させる。 

〇【きれいな言葉を核としたカリキュラム・マネジメント】

教科横断的な言葉の指導と日常指導、国語科の校内研究、

「きれいなことば、きれいなこころ運動」「今月のきれい

なことば（野火止小学校のおすすめのことば）」を結び付

け、全校オンライン朝会や学校だよりでも啓発するなど、

言葉を核とした指導の日常化を進める。 

○「事前にあらすじをつかませる」「あらかじめ１時間の見

通しを知らせる。」など、ユニバーサルデザインの考えに

即した授業を促進し、学力の定着を図る。 

〇児童の体力を停滞させない体育学習の充実と、日常からの

運動の促進を図る。 



 


